
凡例

安 メの
わが

くお願い＞
ぶんかざL‘ なか しゅうちない
文化財の中には、私有地的にあるものがあり

ます。
けんがく むだん Iキちない た

見戸るときには無断で薮地内に亡ち入らな

・。

おも いせき 1jんい
主な遺跡の範匪

贔こ古
うし こぷん
失われた古墳
しそあと
城跡

甘
卍

9

じんじゃ
神社

囚
院

い
寺

てし
バス停

凸

且
9 1 上

肥『嶋境石 ； 恥‘ ::/：二三：：：ロ
呵II;；9 、 !`□□ ／口／、口八鳥暫＊市 1:了g/‘/x ¥ 7 :/  

“ ,. I¥＼ 屑([.f、‘¥ ／ ＼ ' I戸 ',' ， I 沢へ I ■ 詞 ‘̀91 ¥ / /:I>> 1...／ ̀「：:`／9 災‘/:/／‘✓/ / r r 

戸てて王::[;左三ごやの／□：＼／□□ ／ロニ／口／i□／ド

/ ¥ ・’//9/．` 

たため、このあたリ 帯は、肥前領となっていました。その後、
かせんこうじ せさひ と はら せざ t: 1よしょ ちくでがわ
司）1|工事によって石碑は取り払われ、石碑の場所も筑後川の

＼ ＼ □ {、 i二 三亨二：
二二と移ど勁しましf jミ三:/〗//：ご口‘-/：:

ジ 1 `  亙ミ涵/¥ /1妥西烏遺団忍 三 ]ì、い7
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天満宮の境内には、風浪神社・八百万神社・小烏神社・贋m
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神社があリます。風浪神社は少童神を祀っています。 少童神は
かいよう ッゆさい かみ かいじょうちん＇，， かみ
海洋を主宰する神であリ、海上鎮護の神です。
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石碑には、二面にわたって文字が書かれています。
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現在の道しるべは、復冗されたものです。


